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　このリーフレットは、本市が平成２０年度から重点的に取り組んでいます、各中学校区

を中心とした小中連携学力向上の取り組みをまとめたものです。義務教育９年間を見
通した、系統的・継続的な取り組みを行い、「学力・気力・体力」を十分に備え、自らの
進路を自らの力できり拓くことができる児童生徒の育成をめざしています。

　本リーフレットには、各中学校ブロックでの特徴的な小中連携の取り組みも掲載してお

ります。学校教育の取り組みを広く家庭や地域の方々に知っていただき、より一層、学校

教育へのご支援、ご協力をいただけることを願っております。「みんなで、次代を担う子ど

もたちの育成に取り組める！」そんな南国市をめざしていきます。
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香南中学校区香長中学校区

幼小中連携による学校づくりの推進幼小中連携による学校づくりの推進
南国市小中連携学力向上推進プロジェクト事業

平成21年度南国市のアクションプラン

平成21年度南国市小中連携学力向上推進プロジェクト事業の主な取り組み南国市の小中連携学力向上の取り組み

南国市小中連携学力向上推進プロジェクト事業（平成20年度～平成22年度）

実践交流

義務教育9年間を見通した系統的・継続的な教育

南国市の小中連携教育の推進

研究内容

南国市学校教育指標：「かがやく明日への人づくり」

　全国学力・学習状況調査等の結果分析からみられる本市の教育課題の解決に向けて、小中連携による組織
的なＰＤＣＡサイクルを確立するとともに、地域の特色や課題に応じた中学校区ごとの連携教育の充実を図る。

「学力向上」と「人権教育を基盤とした生徒指導」を両輪として、義務教育9年間で「学力・
気力・体力」を十分に備え、自らの進路を自らの力できり拓く児童生徒の育成を図る。

ＰⅠ ： 推進委員会の設置及び開催（年6回開催）（家庭学習リーフレット、調査Ⅱ、集約、平成22年度のプラン）
  ①5月28日　② 7月22日　③10月13日　④10月26日　⑤12月3日　⑥2月25日
ＰⅡ ： 4中学校区実践交流の実施（各中学校区の実践発表及びリーフレット・研究集録の作成）
  実践交流会　1月16日（土）午後
ＰⅢ ： 学習に関する実態調査の実施（年3回実施）
  ①1学期　調査Ⅰ　②2学期　調査Ⅰ・Ⅱ　③3学期　調査Ⅰ
ＰⅣ： 先進モデル校（地域）視察研修 → 小野市（5月14・15日）　横浜市・三鷹市（11月9・10日）（年2回実施）
ＰⅤ： 授業改善のための研修会の開催 →「これからの授業を考える会」（年2回実施）
  ①6月20日（土）　②1月16日（土）
ＰⅥ： コーチング研修の開催 → 教員の資質・指導力の向上を目指した組織マネジメント研修
  ①8月3・4日（香長中・香南中学校区）②8月5・6日（鳶ヶ池中・北陵中学校区）
ＰⅦ： 放課後等学習支援 → スクールサポーター（学習支援員）等の活用

ＰⅠ：小中連携による組織的な推進体制の確立　→　課題に基づく具体的行動連携
ＰⅡ：小中連携による授業改善の実践研究　→　知識・技能等を生かした活用力を育成する授業研究
ＰⅢ：小中連携による中1ギャップ解消への取組　→　児童生徒意識調査の活用
ＰⅣ：小中連携による家庭学習の工夫改善　→　授業と家庭学習をつなぐ教科経営の在り方

○学力向上のための学校改善プラン
○全国学力・学習状況調査、到達度把握調査、単元テスト、Ｑ－Ｕ（2回）
○学校評価（「学力向上」「生徒指導」「家庭・地域・学校の連携」等）
○教育委員会の自己点検・評価

南国市教育委員会

推進校（管内全幼稚園・小中学校）

研究内容　学力向上のための小中連携による組織的なＰＤＣＡサイクルの確立

香長中学校区

・十市小　・稲生小

・三和小　・大篠小

鳶ヶ池中学校区

・後免野田小

・長岡小

北陵中学校区

・国府小　　・岡豊小　・久礼田小
・白木谷小　・奈路小
・希望が丘分校　・たちばな幼稚園

香南中学校区

・日章小　

・大湊小◆客観的な  データ  ・  アンケート結果 

Ⅰ：小中連携による組織的な推進体制の確立
Ⅱ：小中連携による授業改善の実践研究
Ⅲ：小中連携による中1ギャップ解消への取組
Ⅳ：小中連携による家庭学習の工夫改善

小中連携による組織的なPDCAサイクル（注※）の確立

●中学校区を核とした
　○小・小連携の推進　○家庭や地域との連携
　○小中連携を図ったカリキュラム編成　　等の取り組みをさらに推進します。

児童生徒一人ひとりの「学力の定着状況」や「心の状
況」を把握し、個に応じた対応・配慮を組織的に行う

（注※）ＰＤＣＡサイクルとは
どこに問題点があるかを考えて方向を定め（Plan）、その方向に則して着実に実行（Do）し、その実行結果を客観的に検証（Check）して、改善すべき点を実務に
取り組んでいく（Action）。また、それを踏まえて次のPlanを立案していくというサイクル。

※各中学校区から1～3名の推進委員を任命し、
小中連携学力向上の取り組みについての具体
的な計画等について協議を行い、全市的な取り
組みを推進しています。

小 学 校 6 年 間 中 学 校 3 年 間

目 的

※
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研 究 の 構 想 図

小中連携学力向上の取り組み

●合同教科部会

●不登校にならない学校づくり

●基礎確認テスト

平 成 21 年 度 の おもな 取り組 み
   ４月 理科基礎確認テスト 中学校１年を対象
   ５月 小中連絡会 小学校の担任による中１の授業参観
   ８月 合同教科部会 国語、算数・数学、英語・外国語活動
10月 出前授業 社会、算数・数学、理科、英語、美術
11月 合同研修会 三和小学校研究発表会
   １月 合同研修会 大篠小学校研究発表会   
   ２月 合同研修会 県外先進校研究発表会参加 
 算数基礎計算テスト 小学校６年を対象

　中学校の学習に入りやすくするために算数（小６の２月）、理科
（中１の４月）の基礎確認テストを行っています。
　この結果により、中学校入学時の指導計画の見直し、小学校の
教科書や教材の利用、小中の学習内容の系統性の確認を行います。

　国語、算数・数学、英語・外国語活動の３部会を開催しました。各教科の共通の課題や小学
校のうちに身につけていきたい力や学習習慣についてなど話し合い、２学期以降に繋がるよう
に取り組んでいます。
　また、標準学力調査、基礎確認テスト結果等の客観的なデータを積み重ねて課題を明らかに
して解決する取り組みを行っています。

　不登校や休みがちな児童・生徒の継続的な支援をチームで行うために小中の教員、関係者
で合同支援会を組織しています。より効果的な支援ができるようになり、中１ギャップの解消に
つながっています。

香 長 中 学 校 区
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香南ブロック小中連携　　　基本情報の共有

上位層
ａ

中位層
ｂ

下位層
ｃ ａ／ｃ

1 きちんとハミガキをしている 100 100 63 1.6

2 親から言われなくても進んで勉強
している 88 67 50 1.8

3 時刻を決めて起きている 88 50 50 1.8

4 勉強する手順を決めて勉強して
いる 88 33 50 1.8

5 学校での出来事を家族と話して
いる 75 67 38 2.0

6 好ききらいをしないで食べている 75 83 50 1.5

7 朝食は家族といっしょに食べてい
る 63 50 0 ∞

8 学習塾に行って勉強している 63 67 25 2.5

9 時刻を決めて寝ている 63 33 38 1.7

10 机に向かったらすぐに勉強を始めている 63 50 38 1.7

11 勉強する時間を決めて勉強している 38 17 13 3.0

12 問題集などを使って勉強している 38 33 13 3.0

3 3 1 3.0

98 82 57 1.7

124 105 72 1.7

1 勉強に辞書や電子辞書を利用し
ている 50 33 88 0.6

2 学校の運動のほかにも運動をし
ている 25 67 50 0.5

3 通信添削を利用して勉強している 13 17 38 0.3

4 テレビを見る時間を自分で決めて 13 17 25 0.5

生
活
・
学
習
活
動

負
の
相
関

算
数

小
４
内
容

小学校５年 「生活・学習活動　－　学力」の相関　　（標準学力検査より）

習慣は、意識して実践する態度の究極。　　

正
の
相
関

項目

評定平均

正答率の平均

正答率平均の全国比

ゲームなどとの関連が不明。単にスケジュールを決めることには意味がない。

上位層は、ほぼ全部正解している。　正解率８０％では、あとあとの学習に支障が出る。

利用の仕方を調べないと・・・。

生
活
・
学
習
活
動
調
査

下位層はともかく、上位層と中位層では「塾」の存在が学力のキーではない。一定量の学習活動によっ
て基礎的な学力は保証されるか？

分　　析

家族間のコミュニケーションは重要。学校での出来事を話し合うことで、子どもの中で、意味の再確認や
価値観の修正が行われている。

！？

基本的な欲求である「食」において好き・嫌いを基準にするならば、他の行為も好き・嫌いで判断され実
行されることも多いのでは。

家庭の事情もあるだろうが、子どもを育てる努力は何かと言われれば・・・。

「母親が口うるさい」というのは大切。放任では、逆に自律できないケースも多いのだろう。
家庭教育の目的は、社会的な自律を育てることにあるはずだが・・・。

規則正しい生活の基礎

上位層は、塾との関連が考えられる。しかし、中位層は・・・。子どもによっては、運動か学習かという選
択も必要かもしれない。いずれにしろ、子どもは変わってきている。固定観念でみては誤る。

下位層に危機感があることがわかる。勉強ができたらと願う気持ちを一番もっている。

１１　１２　相関があるかもしれないが、上位層でも３０％と低く。効果は不明。宿題と教科書かな。

起きる、寝る　大切です。寝る時刻が不規則になる理由は？

このようにできることが、望ましい。
もっとも家庭学習が効率よく効果的にできた場所は、家族が集う食卓だったという調査もある（有名私立
中学の生徒と東大生への調査）。

１位　　将来役に立つから

２位　　大人になってから必要になる

３位　　世界共通語なのでおぼえた方がよい

小学校と中学校の６年間連携した英語教育に関するアンケート調査から

英語の学習を大切だと
思った理由

質問　　　英語の勉強は大切だと思うか？　（中学１年生の答え）

そう思う ８１％
どちらかといえば
そう思う １４％

どちらかといえば
思わない ５％ 思わない ０％

ＰＤＣＡサイクル ＰＤＣＡサイクルを１つの学期周期で実行する。

Check 2 

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

授業・復習指導・復習・単元テスト・考査直前復習・定期考査の計画的な実践

授業　＝　４５分授業

ＳＵＴ　＝　３０分授業、国社数理英を１日１教科（Ｔ１Ｔ２）

宿題（ｒｅｖｉｅｗ１）　＝　新聞写し要約・計算・英語単語文章

ＳＵＴ宿題　＝　ＳＵＴで使用した教材と同じ課題（課題は習熟別）

ＳＵＴ検定　＝　単元テスト、合格するまで実施。　指導効果の評価を行う。

定期考査　＝　教科書から８０％出題。２０％は授業で取り組んだ活用問題。　

                　　教科は違っても平均７５点を指導目標とする。（全職員で教科指導・学級経営の評価が出来る）

定期考査対策ＳＵＴ　＝　５０分、テスト勉強の内容指示。基礎的内容の確認と活用問題の総復習。（復習指導）

成績会議　＝　全教科・全生徒の得点および観点別などをもとに、指導方の評価と改善内容の絞り込みを行う。課題のある生徒への指導方等についても共通理解。

家庭学習の充実をめざした授業システム 平成２１年度　南国市立香南中学校

授業・教科指導と家庭学習の流れ

individual  lessonindividual  lesson

 lessons   (foundation of academic
competence)Planing of Term

step up time
           lesson check　1

next termfirst term

 measures of
    examinations check　2

review　2 check　3

individual  lesson

 improve

Planing of Term

review　3

grade meeting

 improve check　4

individual  lesson

preparation review　1

review　1 check　1individual  lesson

定期考査

問題作成
教えて考えさせる授業

予習
復習

宿題学習

自主学習

ＳＵＴ

ＳＵＴ宿題

ＳＵＴ検定

単元補習

再ＳＵＴ検定

考査対策

ＳＵＴ

考査学習

基礎・活用

定期考査

成績会議

授業・ＳＵＴ

宿題改善

定期考査

問題作成

長期休業

指名補習

個別指導

課題テスト

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

Ｐｌａｎ

ＳＵＴ改善

授業評価

アンケート

補習

補習

1 １０が６こと、１が３こで 100
2 １０が３こで 100
3 十のくらいが４、一のくらいが７の数は 100
4 　６１→（　）→（　）→６４→（　）→６６→６７ 100
5 ７５→（　）→６５→（　）→５５→５０→（　） 100
6 大きい方に○をつける　　１３　　　１５ 100
7 大きい方に○をつける　　１００　　　４５ 100
8 ４+３ 100
9 ０＋６ 100
10 ５＋６ 100
11 ９－４ 100
12 １０－８ 100
13 １５－９ 100
14 ２＋３＋４ 100
15 １０－５＋２ 100
1 １０００を３こ、１００を１こ、１０を６こ、１を９こあわせた数 100
2 １０００を８こと１０を２こあわせた数 100
3 １００を２３こあつめた数 100
4 １００００より２小さい数 100
5 左を大きくする　４９□０　　　４９８９ 100
6 筆算　　　７０＋８０ 100
7 筆算　　　５２＋４４ 100
8 筆算　　　６７＋５７ 100
9 筆算　　　７７－２２ 100
10 筆算　　　１０５－６８ 100
11 かけ算　　７×６ 100
12 かけ算　　３×５ 100
13 かけ算　　８×７ 100
14 かけ算　　９×２ 100
15 かけ算　　６×７ 100
16 かけ算　　４×８ 100
17 答えが１２になる九九をすべて答える 100
18 ７×５＝７×４＋□ 100
1 ８×５は、８×４より　□だけ大きい。 100
2 ７×１０＝１０×□ 100
3 八千九十二万百十六　を数字で表せ 100
4 1000万を５こ、10万を２こ、千を７こを合わせた数　 1 92
5 わり算　　１８÷３ 100
6 わり算　　４２÷６ 100
7 わり算　　２１÷６ 100
8 わり算　　７０÷３ 100
9 たし算　　　６５２＋７４９ 1 92
10 ひき算　　　７４２－３３８ 1 92
11 かけ算　　　２７×６ 100
12 かけ算　　　７６４×４ 1 92
13 かけ算　　　２９×４２ 100
14 かけ算　　　５７×９６ 100
1 三千五十二億七百十一万九十を数字で 100
2 １兆を２こと、１億を６４０こあわせた数 100
3 ６000億を10倍した数は 100
4 ４兆を10でわった数は 100
5 わり算　　７６÷４ 1 92
6 わり算　　６８９÷５ 1 92
7 わり算　　５８６÷７ 100
8 わり算　　９３÷２６ 100
9 わり算　　６２０÷１８ 1 1 85
10 数直線上の目盛り(数値)を読み取る 1 92
11 ０.１を５２こ集めた数は 100
12 小数の加法　　２．５＋６．８ 1 92
13 小数の減法　　５．６－３．９ 1 1 1 77
14 四捨五入　千の位までの概数　　３６４２９ 1 1 85
15 四捨五入　万の位までの概数　５７５８０５ 1 92
16 １／８リットルが何個で１リットルになるか 100
17 小さい順に並べる　１４／３　　２／３　　１　　２と１／３ 1 92
18 四則計算の順序の正しいものを選択 1 1 85
19 問題文に適した計算式を選ぶ 1 1 1 77

生徒個人正答率 100 100 100 100 100 100 99 99 97 97 97 96 93 91 97.5
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100.0
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小中連携学力向上の取り組み香 南 中 学 校 区



香南ブロック小中連携　　　基本情報の共有

上位層
ａ

中位層
ｂ

下位層
ｃ ａ／ｃ

1 きちんとハミガキをしている 100 100 63 1.6

2 親から言われなくても進んで勉強
している 88 67 50 1.8

3 時刻を決めて起きている 88 50 50 1.8

4 勉強する手順を決めて勉強して
いる 88 33 50 1.8

5 学校での出来事を家族と話して
いる 75 67 38 2.0

6 好ききらいをしないで食べている 75 83 50 1.5

7 朝食は家族といっしょに食べてい
る 63 50 0 ∞

8 学習塾に行って勉強している 63 67 25 2.5

9 時刻を決めて寝ている 63 33 38 1.7

10 机に向かったらすぐに勉強を始めている 63 50 38 1.7

11 勉強する時間を決めて勉強している 38 17 13 3.0

12 問題集などを使って勉強している 38 33 13 3.0

3 3 1 3.0

98 82 57 1.7

124 105 72 1.7

1 勉強に辞書や電子辞書を利用し
ている 50 33 88 0.6

2 学校の運動のほかにも運動をし
ている 25 67 50 0.5

3 通信添削を利用して勉強している 13 17 38 0.3

4 テレビを見る時間を自分で決めて 13 17 25 0.5

生
活
・
学
習
活
動

負
の
相
関

算
数

小
４
内
容

小学校５年 「生活・学習活動　－　学力」の相関　　（標準学力検査より）

習慣は、意識して実践する態度の究極。　　

正
の
相
関

項目

評定平均

正答率の平均

正答率平均の全国比

ゲームなどとの関連が不明。単にスケジュールを決めることには意味がない。

上位層は、ほぼ全部正解している。　正解率８０％では、あとあとの学習に支障が出る。

利用の仕方を調べないと・・・。

生
活
・
学
習
活
動
調
査

下位層はともかく、上位層と中位層では「塾」の存在が学力のキーではない。一定量の学習活動によっ
て基礎的な学力は保証されるか？

分　　析

家族間のコミュニケーションは重要。学校での出来事を話し合うことで、子どもの中で、意味の再確認や
価値観の修正が行われている。

！？

基本的な欲求である「食」において好き・嫌いを基準にするならば、他の行為も好き・嫌いで判断され実
行されることも多いのでは。

家庭の事情もあるだろうが、子どもを育てる努力は何かと言われれば・・・。

「母親が口うるさい」というのは大切。放任では、逆に自律できないケースも多いのだろう。
家庭教育の目的は、社会的な自律を育てることにあるはずだが・・・。

規則正しい生活の基礎

上位層は、塾との関連が考えられる。しかし、中位層は・・・。子どもによっては、運動か学習かという選
択も必要かもしれない。いずれにしろ、子どもは変わってきている。固定観念でみては誤る。

下位層に危機感があることがわかる。勉強ができたらと願う気持ちを一番もっている。

１１　１２　相関があるかもしれないが、上位層でも３０％と低く。効果は不明。宿題と教科書かな。

起きる、寝る　大切です。寝る時刻が不規則になる理由は？

このようにできることが、望ましい。
もっとも家庭学習が効率よく効果的にできた場所は、家族が集う食卓だったという調査もある（有名私立
中学の生徒と東大生への調査）。

１位　　将来役に立つから

２位　　大人になってから必要になる

３位　　世界共通語なのでおぼえた方がよい

小学校と中学校の６年間連携した英語教育に関するアンケート調査から

英語の学習を大切だと
思った理由

質問　　　英語の勉強は大切だと思うか？　（中学１年生の答え）

そう思う ８１％
どちらかといえば
そう思う １４％

どちらかといえば
思わない ５％ 思わない ０％

ＰＤＣＡサイクル ＰＤＣＡサイクルを１つの学期周期で実行する。

Check 2 

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

授業・復習指導・復習・単元テスト・考査直前復習・定期考査の計画的な実践

授業　＝　４５分授業

ＳＵＴ　＝　３０分授業、国社数理英を１日１教科（Ｔ１Ｔ２）

宿題（ｒｅｖｉｅｗ１）　＝　新聞写し要約・計算・英語単語文章

ＳＵＴ宿題　＝　ＳＵＴで使用した教材と同じ課題（課題は習熟別）

ＳＵＴ検定　＝　単元テスト、合格するまで実施。　指導効果の評価を行う。

定期考査　＝　教科書から８０％出題。２０％は授業で取り組んだ活用問題。　

                　　教科は違っても平均７５点を指導目標とする。（全職員で教科指導・学級経営の評価が出来る）

定期考査対策ＳＵＴ　＝　５０分、テスト勉強の内容指示。基礎的内容の確認と活用問題の総復習。（復習指導）

成績会議　＝　全教科・全生徒の得点および観点別などをもとに、指導方の評価と改善内容の絞り込みを行う。課題のある生徒への指導方等についても共通理解。

家庭学習の充実をめざした授業システム 平成２１年度　南国市立香南中学校

授業・教科指導と家庭学習の流れ

individual  lessonindividual  lesson

 lessons   (foundation of academic
competence)Planing of Term

step up time
           lesson check　1

next termfirst term

 measures of
    examinations check　2

review　2 check　3

individual  lesson

 improve

Planing of Term

review　3

grade meeting

 improve check　4

individual  lesson

preparation review　1

review　1 check　1individual  lesson

定期考査

問題作成
教えて考えさせる授業

予習
復習

宿題学習

自主学習

ＳＵＴ

ＳＵＴ宿題

ＳＵＴ検定

単元補習

再ＳＵＴ検定

考査対策

ＳＵＴ

考査学習

基礎・活用

定期考査

成績会議

授業・ＳＵＴ

宿題改善

定期考査

問題作成

長期休業

指名補習

個別指導

課題テスト

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

Ｐｌａｎ

ＳＵＴ改善

授業評価

アンケート

補習

補習

1 １０が６こと、１が３こで 100
2 １０が３こで 100
3 十のくらいが４、一のくらいが７の数は 100
4 　６１→（　）→（　）→６４→（　）→６６→６７ 100
5 ７５→（　）→６５→（　）→５５→５０→（　） 100
6 大きい方に○をつける　　１３　　　１５ 100
7 大きい方に○をつける　　１００　　　４５ 100
8 ４+３ 100
9 ０＋６ 100
10 ５＋６ 100
11 ９－４ 100
12 １０－８ 100
13 １５－９ 100
14 ２＋３＋４ 100
15 １０－５＋２ 100
1 １０００を３こ、１００を１こ、１０を６こ、１を９こあわせた数 100
2 １０００を８こと１０を２こあわせた数 100
3 １００を２３こあつめた数 100
4 １００００より２小さい数 100
5 左を大きくする　４９□０　　　４９８９ 100
6 筆算　　　７０＋８０ 100
7 筆算　　　５２＋４４ 100
8 筆算　　　６７＋５７ 100
9 筆算　　　７７－２２ 100
10 筆算　　　１０５－６８ 100
11 かけ算　　７×６ 100
12 かけ算　　３×５ 100
13 かけ算　　８×７ 100
14 かけ算　　９×２ 100
15 かけ算　　６×７ 100
16 かけ算　　４×８ 100
17 答えが１２になる九九をすべて答える 100
18 ７×５＝７×４＋□ 100
1 ８×５は、８×４より　□だけ大きい。 100
2 ７×１０＝１０×□ 100
3 八千九十二万百十六　を数字で表せ 100
4 1000万を５こ、10万を２こ、千を７こを合わせた数　 1 92
5 わり算　　１８÷３ 100
6 わり算　　４２÷６ 100
7 わり算　　２１÷６ 100
8 わり算　　７０÷３ 100
9 たし算　　　６５２＋７４９ 1 92
10 ひき算　　　７４２－３３８ 1 92
11 かけ算　　　２７×６ 100
12 かけ算　　　７６４×４ 1 92
13 かけ算　　　２９×４２ 100
14 かけ算　　　５７×９６ 100
1 三千五十二億七百十一万九十を数字で 100
2 １兆を２こと、１億を６４０こあわせた数 100
3 ６000億を10倍した数は 100
4 ４兆を10でわった数は 100
5 わり算　　７６÷４ 1 92
6 わり算　　６８９÷５ 1 92
7 わり算　　５８６÷７ 100
8 わり算　　９３÷２６ 100
9 わり算　　６２０÷１８ 1 1 85
10 数直線上の目盛り(数値)を読み取る 1 92
11 ０.１を５２こ集めた数は 100
12 小数の加法　　２．５＋６．８ 1 92
13 小数の減法　　５．６－３．９ 1 1 1 77
14 四捨五入　千の位までの概数　　３６４２９ 1 1 85
15 四捨五入　万の位までの概数　５７５８０５ 1 92
16 １／８リットルが何個で１リットルになるか 100
17 小さい順に並べる　１４／３　　２／３　　１　　２と１／３ 1 92
18 四則計算の順序の正しいものを選択 1 1 85
19 問題文に適した計算式を選ぶ 1 1 1 77

生徒個人正答率 100 100 100 100 100 100 99 99 97 97 97 96 93 91 97.5
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100.0
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小中連携学力向上の取り組み香 南 中 学 校 区



小中連携学力向上の取り組み北 陵 中 学 校 区
子どもたちをみんなで育てよう子どもたちをみんなで育てよう子どもたちをみんなで育てよう

めざす子どもの姿
確かな学力をもとに、生涯にわたってその人らしい豊かな人生を歩む子ども

たくましく生きる力
○主体的に学ぶ意欲の育成
○学力の向上・進路保障

豊かな人間性
○生活習慣の確立
○豊かな人間関係の構築

人間性豊かな白木谷の
子どもの育成

○幼・小・中の12年間にわたる学習・生活のつながりを重視し、北陵中学校区統一授業公開日を設定。個々
　の子どもの成長と学習を支援し、連携して、学力を高める。
○各校園の校内研究に参加し、つながりのある学習指導の確立と「中1ギャップ」の解消に努める。
○6年生の児童が中学校の先生の授業を体験することで、中学校に対してより親密感を持てるように出前授業
　をする。
○毎年2学期に一日入学を企画し、中学校の授業体験と部活動体験を実施する。
○各校園の研究主任を中心に、学力・生活実態を交流し合い、12年間の指導の一貫性について話し合う。
　それぞれの段階でつける学力と具体的な取り組みについて検討し、改善を図る中学校区学力向上研究会を行う。

やすらぐ場・しつける場

①基本的な生活習慣

②早寝・早起き・朝ごはんで生活リズム

③挨拶・礼儀・規範意識・社会的ルール

④家庭学習を支えて、学習環境を整える。

⑤子どもの話をしっかり聞き、お互いに豊かなコミュニケーション　　

　を図る。

⑥子どもの頑張りを褒め、自尊感情を育む。

⑦やさしさなどの豊かな人間性を育て、堅実な行動や金銭感覚を　　

　身につける。

⑧目標に向けて努力し、

　夢や希望を持って、

　将来の進路や職業を語る。

白木谷小学校

心身ともにすこやかでたくましく
実践力のある岡豊の子を育てる

岡豊小学校

自ら学び、心豊かに生き生き
活動する児童の育成

久礼田小学校

自ら学び、やさしくたくましい
子どもの育成

国府小学校

心豊かでたくましい
子どもの育成

たちばな幼稚園

豊かな心をもち、共に学び合い、
元気でたくましい子どもを育てる

奈路小学校

ともによりよく生きようとする
心豊かでたくましい生徒の育成

北陵中学校

心豊かでたくましく生きぬく
児童生徒の育成

希望が丘分校

北陵中学校区では、幼稚園、小学校、中学校が連  携して一人一人の子どもの成長をサポートする取り
組みを進めています。  子どもたちの健やかな成長を 願って、学校・家庭・地域が共に力を合わせましょう。

①教育環境を整え、温かい 風土を創造し、子ども達を育てていく。

②子どもの変化に気づき、 声をかけ、規範意識や社会のルールを学ばせる。

③家庭や学校を応援し、地 域全体で子どもを育む姿勢を持つ。

学ぶ場・きたえる場

地域地域

見守る場

受容する場

家庭家庭

地域

学校学校

地域
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　このリーフレットは、本市が平成２０年度から重点的に取り組んでいます、各中学校区

を中心とした小中連携学力向上の取り組みをまとめたものです。義務教育９年間を見
通した、系統的・継続的な取り組みを行い、「学力・気力・体力」を十分に備え、自らの
進路を自らの力できり拓くことができる児童生徒の育成をめざしています。

　本リーフレットには、各中学校ブロックでの特徴的な小中連携の取り組みも掲載してお

ります。学校教育の取り組みを広く家庭や地域の方々に知っていただき、より一層、学校

教育へのご支援、ご協力をいただけることを願っております。「みんなで、次代を担う子ど

もたちの育成に取り組める！」そんな南国市をめざしていきます。
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